
【記入例①】令和〇年６月17日から21日まで欠勤し、22日から復職した場合

勤務しなかった期間について、上記の金額の報酬を支払ったことを証明します。

(注)1 報酬①は、日々の勤務に対し支給されるもの（日額で支給されるもので、勤務しない日について減額して支給されるもの）

　　2 報酬②は、日々の勤務とは関係なく一定の支給要件を満たせば定額が支給されるもの（月額で支給されるもの）

【共済クラウド対応】

日

所 属 所 長 又 は 職 名 ○○市長

給 与 事 務 担 当 者 氏 名 ○ ○  ○ ○

円 割

割

3,225 円 10 割 3,225

円

割円

令和 〇 年 7 月 1

円

合　計（報酬①＋報酬②） 180,450 円 3,225 円 90,225 円

小 計 6,450 円 3,225 円 3,225

報
　
酬
 
②

円

円

円 割 円 割

割 円 割円 割 円

円

管理職手当 円 割 円

円 割 円寒冷地手当 円 割

円割

円

円

通勤手当 12,900 円 10 割 6,450 円 10 割

割 円 割円 割 円住居手当

割 円

支 給 実 績 左の手当に対する
期間内の支給割合 支 給 実 績

扶養手当 円 割 円

種　別 本来の支給額 左の手当に対する
期間内の支給割合 支 給 実 績 左の手当に対する

期間内の支給割合

割

円 円 円

円

小 計 174,000 円 0 円 87,000 円

円

円 円 円

円 円 円 円

報
　
酬
　
①

種　別 本来の支給額 支 給 実 績 支 給 実 績 支 給 実 績

給　　料 348,000 円 174,000 円 0 円 87,000 円

地域手当 円 円 円 円

日

欠 勤 日 数 0 日 5 日 0 日

上記期間の報酬支給対象日数 10 日 5 日 5

17 日から
令和 〇 年

1 日から
令和 〇 年 6

「週休日」とは「勤務を要しない日」であり、勤務（勤務時間）が割り振られていない日であるため、報酬は支給されていない日です。
「休日」とは「国民の祝日に関する法律」に規定する休日、及び12月29日から翌年の1月3日までの日（年末年始の休日）から週休
日を除いた日あり、正規の勤務時間が割り振られているため、「勤務を要する日（要勤務日）」であり報酬は支給されている日です
が、特に勤務することを命ぜられる者を除き、正規の勤務時間においても勤務の義務が免除されている日です。

期 間 令和 〇 年 6 月

報　酬　支　給　額　証　明　書

組合員等
記号番号 111 123

組 合 員
氏  　名 共済　太郎

6 月
22 日から

16 日まで 21 日まで 30 日まで
月

 上記期間の日数から週休日を差し引いた日数。
 さらに、給料を支給する際に祝休日分を除いている場合は、
 祝休日を除いた日数を記入。

　実際に支給された金額でなく、
　減額されていない１０割の金額を記入。

欠勤した日（まる1日欠勤した日）
の合計日数を記入。


